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あ
る
教
授
は
日
本
の
長
寿
企
業
に
関
心
を

持
っ
た
。
中
で
も
老し

に
せ舗
和
菓
子
屋
の
虎
屋
に
興

味
を
持
ち
、
教
材
『
虎
屋
』
を
出
版
し
た
。
虎

屋
は
16
Ｃ
初
頭
に
創
業
さ
れ
、
５
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
。
後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天
皇
（
１
５
８
６
〜

１
６
１
１
）
の
在
位
中
か
ら
、
御
所
の
御
用
を

務
め
て
き
た
。
常
に
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、

こ
れ
ほ
ど
長
く
続
い
て
き
た
の
は
驚
異
的
だ
。

　
大
き
い
波
が
あ
っ
た
。
明
治
天
皇
が
東
京
に

移
る
。
が
、
顧
客
の
多
く
は
京
都
に
い
る
。
悩

ん
だ
末
、
東
京
に
も
出
店
し
二
拠
点
に
す
る
こ

と
を
決
断
。
大
正
時
代
に
は
店
頭
で
の
販
売
を

始
め
る
。
配
達
車
を
導
入
し
、
広
告
に
も
力
を

入
れ
る
。
小
形
羊よ

う

羹か
ん

や
新
し
い
菓
子
を
作
り
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
事
業
を
拡
大
し
た
。

　
さ
ら
に
１
９
８
０
年
パ
リ
に
出
店
。
味
や
好

み
の
異
な
る
国
で
苦
闘
し
た
。
知
恵
を
絞
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
や
嗜し

好こ
う

を
取
り
入
れ
た
和
菓

子
を
製
造
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
虎
屋
は
時

代
の
潮
流
を
見
て
商
品
の
多
角
化
を
図
り
、
海

外
に
も
進
出
し
た
。「
私
た
ち
は
５
０
０
年
の
企

業
だ
が
、
未
来
の
顧
客
に
も
愛
さ
れ
る
和
菓
子

屋
で
あ
り
続
け
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
虎
屋
に
は
「
社
内
に
親
族
は
一
世
代
に
一
人

だ
け
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
前
店
主
は
、

当
主
が
自
分
と
異
な
る
選
択
を
し
て
も
一
切
口

を
挟
ま
な
い
。
虎
屋
の
よ
う
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
は
「
お
家
騒
動
」
が
珍
し
く
な
い
。
だ

が
厳
格
に
守
ら
れ
て
き
た
後
継
者
決
定
の
ル
ー

ル
が
、
長
寿
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
世
界
の
知
性
が
集
積
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
。

こ
こ
に
、
１
９
０
８
年
に
創
設
さ
れ
た
世
界
最

高
峰
の
経
営
大
学
院
が
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
元
大

統
領
、
金
融
通
信
の
大
手
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
や

楽
天
グ
ル
ー
プ
の
三み

木き

谷た
に

浩ひ
ろ

史し

ら
有
名
起
業
家

を
輩
出
し
て
い
る
。
か
つ
て
、
サ
ン
デ
ル
教
授

が
現
代
の
難
問
を
巡
り
、議
論
を
戦
わ
せ
る「
白

熱
教
室
」
は
日
本
で
も
有
名
に
な
っ
た
。

　
大
学
院
で
も
、
特
定
の
国
や
企
業
の
事
例
を

教
材
に
し
て
ひ
た
す
ら
議
論
す
る
。
最
近
、
歴

史
の
授
業
が
人
気
だ
と
い
う
。
Ａ
Ｉ
の
驚
異
的

進
展
、
気
候
変
動
、
中
国
の
存
在
の
高
ま
り
、

世
界
秩
序
の
揺
ら
ぎ
…
。
未
来
に
何
が
起
き
、

世
界
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
？
民
主
主
義
は
普

遍
な
の
か
？
誰
も
分
か
ら
な
い
。
唯
一
、
歴
史

だ
け
が
「
確
実
な
事
実
」
を
教
え
て
く
れ
る
。

学
生
は
「
不
確
実
性
の
時
代
」
を
生
き
る
指
針

を
歴
史
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
で
も
影
響
力
の
あ
る
若
い
教
師
が
、
日
本

や
日
本
企
業
を
歴
史
的
観
点
か
ら
研
究
し
て
い

る
。
人
気
の
「
起
業
家
精
神
と
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
」
の
中
で
、
岩い

わ

崎さ
き

弥や

太た

郎ろ
う

と
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に『
住
友
』
や『
三

井
』
な
ど
、
日
本
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
江
戸
時
代
の
起
業
家
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
教
材
に
前
店
主
の
言
葉
が
載
っ
て
い
る
。「
虎

屋
の
究
極
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で

は
な
い
。
お
客
様
に
お
い
し
い
和
菓
子
を
召
し

上
が
っ
て
頂
く
こ
と
だ
」。
仕
事
の
本
質
を
衝つ

い
て
い
る
。
長
く
続
い
た
の
は
あ
く
ま
で
結
果

で
あ
り
、
お
い
し
い
和
菓
子
を
提
供
す
る
と
い

う
理
念
が
社
員
に
浸
透
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
長
寿
企
業
の
多
く
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

な
の
は
、
短
期
的
成
長
を
追
わ
ず
、
創
業
の
理

念
に
基
づ
い
た
経
営
が
行
わ
れ
や
す
い
こ
と
。

迅
速
な
経
営
判
断
が
可
能
な
こ
と
に
あ
る
。
ま

た
長
い
時
間
の
中
で
紡
が
れ
て
き
た
、
歴
史
や

伝
統
と
い
う
目
に
見
え
な
い
価
値
も
発
展
の
核

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
株
や
資
金
等
の
目

に
見
え
る
資
産
よ
り
も
大
き
い
と
い
え
る
。

　
世
界
に
は
財
産
の
多
く
を
寄
附
す
る
大
富
豪

が
い
る
。
彼
ら
は
金
銭
的
成
功
を
レ
ガ
シ
ー
と

捉と
ら

え
て
い
な
い
。
曽
祖
父
は
新
し
い
や
り
方
を

編
み
出
し
、
父
は
大
き
な
勝
負
に
出
た
！
一
族

が
継
承
す
る
の
は
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

　
日
本
企
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
け
る
と

い
わ
れ
る
。
そ
う
だ
ろ
う
か
。
世
界
で
２
０
０

年
以
上
続
く
企
業
の
６
割
以
上
を
日
本
が
占
め

て
い
る
。
日
本
は
老
舗
企
業
大
国
。
老
舗
は
、

経
営
革
新
を
怠
ら
な
か
っ
た
か
ら
存
続
し
て
い

る
。
問
題
な
の
は
日
本
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
よ
う
な
大

企
業
が
、
革
新
の
意
欲
に
乏
し
く
、
ア
ニ
マ
ル

ス
ピ
リ
ッ
ト
に
欠
け
る
こ
と
だ
。
虎
屋
や
「
山

本
山
」
と
い
っ
た
老
舗
の
理
念
や
物
語
に
、
日

本
経
済
再
生
の
鍵
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「『
虎
屋
』
に
学
ぶ
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

」
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